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二
中
地
区
文
化
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専　門　部 月　日 事　業　内　容 備　　考
福 祉 部 ８月 窓愛園の夏祭りへの参加・協力 コロナウイルスの影響により参加中止

主
な
担
当
事
項

地域福祉への参加協力
ふれあいネットワークへ参加
協力

11 月 文化祭への参加・協力 文化芸術展のみ開催
１月 福祉映画鑑賞会
２月 社協真鍋支部との合同研修会

年４回 会食型食事サービス事業への協力 実施中
年６回 ふれあいネットワークへの協力 実施中

合同視察研修
安 全 部 毎月第２火曜日 防犯パトロール（真鍋地区） 実施中

主
な
担
当
事
項

交通安全思想の啓発
防災防犯活動の推進

４月 真鍋の桜を楽しむ集いへの参加・協力 コロナウイルスの影響により中止
11 月 文化祭への参加・協力 文化芸術展のみ開催

合同視察研修
ス ポ ー ツ・ 健 康 部 ８月 なでしこラジオ体操協力 コロナウイルスの影響により中止

主
な
担
当
事
項

各種スポーツレクリェー
ション活動
健康づくり　健康教室

10 月 市民体育祭参加協力 コロナウイルスの影響により中止
11 月 バスハイキング事業 コロナウイルスの影響により中止
11 月 文化祭への参加・協力 文化芸術展のみ開催
2 月 土浦二中地区歩く会協力 コロナウイルスの影響により中止

合同視察研修
環 境 部 ５月 花いっぱい運動・グリーンカーテン運動 5 月〜 12 月実施

主
な
担
当
事
項

ゴミの減量化資源化運動
環境美化　水質浄化運動
花いっぱい運動

10 月 環境展協力 10 月 15 日実施
11 月 文化祭への参加・協力 文化芸術展のみ開催
11 月 ポイ捨て防止看板作成・設置
12 月 花いっぱい運動プランター片付け

合同視察研修
青 少 年 育 成 部 年９回 チャレンジクラブ事業への協力 実施中

主
な
担
当
事
項

非行防止キャンペーン
地域と学校との連携強化
親子教室　講演会　など

7 月 あいさつ・声かけ運動参加 コロナウイルスの影響により中止
11 月 あいさつ・声かけ運動参加 11 月１日実施
11 月 文化祭への参加・協力 文化芸術展のみ開催

合同視察研修
文 化 広 報 部 ９月１日 広報紙「やすらぎ 53 号」発行　 9 月 1 日発行

主
な
担
当
事
項

広報紙の発行
文化講演会等の開催
公民館講座への参加推進

11 月 文化祭への参加・協力 文化芸術展のみ開催
２月 1 日 広報紙「やすらぎ 54 号」発行　

合同視察研修
※令和４年度事業につきましては、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、実施できない場合がございます。

二
中
地
区
文
化
祭

★
ミ
ニ
縁
日

★
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
・
わ
た
あ
め
販
売

11
月
20
日
㈰

わたあめ販売 ミニ縁日

令和４年度市民委員会専門部事業報告
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二
中
地
区
文
化
祭
を
終
え
て

館
長　
古
谷　
健
一

「
第
36
回
二
中
地
区
文
化
祭
」
が
11
月

13
日
か
ら
20
日
ま
で
の
８
日
間
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
文
化
祭
の
実
施
内
容
に
つ
い
て

は
、
８
月
に
市
民
委
員
会
役
員
会
に
て
協

議
を
行
い
、
そ
の
時
点
で
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
か
ら
、
昨
年
に
引
き

続
き
、
文
化
芸
術
展
の
み
を
開
催
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

文
化
芸
術
展
に
は
、
二
中
地
区
公
民
館

を
拠
点
と
し
て
活
動
し
て
い
る
同
好
会
の

皆
様
に
よ
る
、
写
真
・
絵
画
・
面
・
獅
子

頭
彫
刻
・
手
芸
等
、
力
作
ぞ
ろ
い
で
、
会

場
を
訪
れ
た
方
に
も
大
変
好
評
で
し
た
。

最
終
日
に
は
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
や
綿
あ
め

の
販
売
、
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
な
ど

の
ミ
ニ
縁
日
も
開
催
し
、
多
く
の
子
ど
も

達
に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

文
化
祭
や
市
民
委
員
会
な
ど
の
各
種
事

業
は
、
感
染
防
止
の
徹
底
が
困
難
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
中
止
や
縮
小
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
一
日
も
早
く
、
各
種
事

業
が
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
よ
う
に
実
施
さ

れ
、
地
域
の
皆
様
が
気
兼
ね
な
く
交
流
で

き
る
日
が
来
る
こ
と
を
切
に
願
い
ま
す
。

最
後
に
、
文
化
祭
出
展
に
ご
協
力
く
だ

さ
っ
た
同
好
会
の
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

後
期
公
民
館
講
座

今から取り組もう！ 防災講座おてがる！ 筋トレ・脳トレ講座

やさしい透明水彩画 季節（秋・冬）のストレッチ

呼吸法で心も体もスッキリさせるⅡ

　

公
民
館
講
座
は
、
前
期
・
後
期
に

分
か
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
開
か

れ
て
い
ま
す
。
募
集
要
項
は
、
市
の

広
報
紙
「
つ
ち
う
ら
」
の
４
月
・
９

月
号
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。
市
内
の
各

中
学
校
区
の
公
民
館
毎
に
募
集
案
内

が
出
ま
す
。
二
中
地
区
以
外
の
講
座

に
も
応
募
出
来
ま
す
の
で
、
興
味
の

あ
る
と
こ
ろ
に
問
い
合
わ
せ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

公
民
館
講
座
の
ご
案
内
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❶

❷
❹

❸

❺

❻

❼

❽

❶スタート八坂神社 ❻善應寺（観音堂・照井）
❷土浦第一高等学校

❸真鍋小学校 （右折がわかりにくい）

❹鹿島神社 ❽宝寿寺
❺真鍋宿通り 八坂神社でゴール

至水戸

ここを右折

名所・史跡さんぽ
真鍋さんぽ道

2.4㎞：約60分

❼一色家住宅

スタート
ゴール
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名
所
史
跡
の
紹
介

　
八
坂
神
社
（
真
鍋
五
丁
目
）

真
鍋
台
に
鎮
座
し
、
江
戸
時
代
ま
で
は

牛
頭
天
王
社
（
俗
に
天
王
様
）
と
呼
ば
れ
、

土
浦
城
の
鎮
守
と
し
て
、
奉
斎
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

発
見
さ
れ
た
棟
札
に
よ
れ
ば
土
浦
城

主
・
土
屋
相
模
守
政
直
が
元
禄
13
年

（
１
７
０
０
）
に
再
建
し
た
こ
と
が
判
明

し
て
い
ま
す
。所

在
地
：
真
鍋
五
丁
目
９
︱
１

　
善
應
寺
（
真
鍋
三
丁
目
）

　

善
應
寺
は
真
言
宗
の
寺
院
で
、
寺
伝
に

よ
れ
ば
創
建
は
江
戸
時
代
初
期
と
さ
れ
て

い
ま
す
。当
寺
は
、寛
文
10
年（
１
６
７
０
）

に
土
浦
城
主
で
あ
る
土
屋
数
直
に
よ
っ
て

再
興
さ
れ
、
そ
の
後
歴
代
城
主
に
よ
っ
て

保
護
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

所
在
地
：
真
鍋
三
丁
目
12
︱
１

【
照
井
の
井
戸
】

観
音
堂
下
に
あ
る
泉
の
名
で
、
臼
井
・

鏡
井
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
水
量
豊
富

で
日
照
り
に
も
衰
え
る
こ
と
な
く
、
古
く

か
ら
街
道
を
行
き
か
う
旅
人
や
住
民
の
飲

料
水
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
寛
文
10
年
に

土
屋
数
直
に
よ
っ
て
土
浦
城
ま
で
の
間
に

　
一
色
家
住
宅
（
西
真
鍋
）

一
色
家
は
、
武
士
で
土
浦
藩
主
土
屋
家

と
縁
戚
関
係
に
あ
り
ま
し
た
。
明
和
3
年

（
１
７
６
６
）
に
土
屋
家
に
取
り
立
て
ら

れ
、
寛
政
6
年
（
１
７
９
４
）
家
老
に
次

ぐ
年
寄
格
に
昇
進
し
、
３
０
０
石
を
知
行

し
ま
し
た
。

❶八坂神社

❼一色家住宅

❸真鍋小学校の桜

❻善應寺

❻照井の井戸

一
色
家
住

宅
主
屋
は

土
浦
市
常
名

（
現
並
木
）

新
郭
に
造
ら

れ
た
土
浦
藩

士
西
川
右

近
家
の
主
屋

を
、
明
治
時

代
に
範
疇
が
居
宅
と
し
て
現
在
地
に
移
築

し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
土

浦
藩
士
の
武
家
住
宅
と
し
て
そ
の
名
残
を

留
め
る
貴
重
な
建
物
と
し
て
、
平
成
13
年

（
２
０
０
１
）
9
月
に
主
屋
２
０
１
㎡
が

国
登
録
文
化
財
建
造
物
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
土
浦
市
に
寄
贈
さ
れ
今
後
の

活
用
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

真
鍋
西
通
り
か
ら
右
折
す
る
道
が
わ
か

り
に
く
い
で
す
。
外
観
か
ら
も
萱
葺
屋
根

を
眺
め
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
現
在
は
保

存
維
持
の
た
め
、
庭
は
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト

で
覆
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
元
の
素
晴
ら

し
い
庭
を
眺
め
ら
れ
る
日
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

所
在
地
：
西
真
鍋
町
10
︱
４

樋ひ

が
埋
設
さ
れ
、
城
内
の
上
水
道
と
し
て

用
い
ら
れ
ま
し
た
。

❼一色家主屋
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彩
画
会

会
長　
小
室　
徳
子　

写
壇
Ｎ
Ｔ
Ｓ会

長　
小
野　
丹
生　

の
び
の
び
ス
ト
レ
ッ
チ

会
長　
大
久
保　
初
江　

自
力
整
体

会
長　
安
達　
久
恵　

同
好
会
紹
介

同
好
会
紹
介

同
好
会
紹
介

二
中
地
区
公
民
館
彩
画
同
好
会
が
発
足

し
て
、
ま
も
な
く
30
年
。

活
動
は
、
毎
月
第
２
・
第
４
金
曜
日
、

午
後
１
時
～
４
時
ま
で
。

時
の
流
れ
は
、
早
い
も
の
で
、
私
も
77

才
と
な
り
、
数
名
の
仲
間
も
、
同
様
な
年

齢
に
達
し
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

絵
を
始
め
た
理
由
は
、
リ
ビ
ン
グ
に
そ

れ
を
飾
り
、
四
季
を
感
じ
、
楽
し
め
た
ら
、

と
の
思
い
で
し
た
。

い
つ
し
か
会
員
同
士
『
や
め
た
ら
終
わ

り
よ
』
と
の
声
を
掛
け
、
励
ま
し
合
っ
て

き
た
気
が
し
ま
す
。
毎
年
文
化
祭
に
は
、

個
性
あ
る
作
品
が
並
び
ま
す
。
昨
年
か
ら

は
、
新
た
な
講
師
を
迎
え
、
さ
ら
に
技
法

を
学
び
続
け
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
セ
ラ
バ
ン
ド
」
と
い
う
ゴ
ム
チ
ュ
ー

ブ
を
使
っ
て
行
う
運
動
で
す
。
セ
ラ
バ
ン

ド
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
医
療
現
場
で
機
能

回
復
訓
練
で
先
生
が
実
践
し
て
お
ら
れ
ま

す
。
体
力
に
合
わ
せ
色
分
け
さ
れ
た
ゴ
ム

チ
ュ
ー
ブ
で
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
無
理
な

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
張
り
合
う
力

を
利
用
す
る
こ
と
で
、
日
常
あ
ま
り
使
わ

れ
て
い
な
い
筋
肉
を
ほ
ぐ
し
な
が
ら
筋
力

ア
ッ
プ
、
腰
痛
、
肩
こ
り
が
楽
に
な
り
運

動
不
足
を
解
消
し
ま
す
。
脊
柱
管
狭
窄

症
・
す
べ
り
症
で
歩
く
こ
と
も
ま
ま
な
ら

な
か
っ
た
私
が
、
今
で
は
ハ
イ
キ
ン
グ
ま

で
行
け
る
よ
う
に
な
り
、
う
そ
の
よ
う
な

本
当
の
お
話
で
す
。

又
、
今
髙
先
生
の
お
人
柄
・
知
識
の
豊

富
さ
、
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
話
術
で
、
皆

さ
ん
を
笑
わ
せ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
楽

し
く
時
間
が

過
ぎ
ま
す
。

ぜ
ひ
一
度

見
学
し
て
み

て
下
さ
い
。

毎
週
火
曜

日
、
13
時
か

ら
で
す
。

私
た
ち
同
好
会
は
、
二
中
地
区
公
民
館

の
写
真
講
座
か
ら
同
好
会
と
し
て
発
足

し
、
今
年
で
26
年
に
な
り
ま
す
。
現
存
会

員
は
16
名
で
、
ま
た
毎
月
初
め
の
撮
影
会

と
月
末
の
合
評
会
を
二
中
地
区
公
民
館
で

行
い
活
動
し
て
い
ま
す
。

撮
影
会
は
年
間
の
テ
ー
マ
を
決
め
て
行

い
、
今
年
の
テ
ー
マ
は
、
花
の
誘
惑
と
農

風
情
で
す
。
花
は
た
だ
撮
る
の
で
は
な

く
、
ボ
カ
シ
を
入
れ
、
農
風
情
は
パ
ノ
ラ

マ
で
プ
リ
ン
ト
し
て
ま
す
。
撮
っ
た
写
真

は
フ
ォ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
レ
タ
ッ
チ
し
プ
リ

ン
ト
し
合
評
会
に
提
出
し
て
い
ま
す
。
そ

の
他
、
会
員
同
士
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
り
写
真
ラ
イ
フ
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
写
真
に
興
味
が
あ
る
方
の
入
会

は
大
歓
迎
で
す
の
で
、
是
非
一
度
、
合
評

会
の
様
子
を
見
に
来
て
下
さ
い
。

私
は
、自
力
整
体
に
出
会
っ
て
か
ら
は
、

足
の
先
か
ら
身
体
全
体
が
ポ
カ
ポ
カ
と
温

か
く
冷
え
を
忘
れ
る
く
ら
い
で
す
。
以
前

は
、
足
の
先
が
冷
た
く
お
風
呂
に
入
っ
て

か
ら
布
団
に
入
っ
て
も
足
が
冷
た
い
ま
ま

朝
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

自
力
整
体
は
、
自
分
自
身
が
身
体
を
動

か
す
こ
と
、
足
を
伸
ば
す
、
腕
を
曲
げ
る
、

伸
ば
す
、
回
す
な
ど
し
ま
す
。
先
生
の
指

示
通
り
動
か
す
こ
と
が
出
来
な
い
動
作
も

あ
り
ま
す
が
、
少
し
ず
つ
動
か
し
て
い
ま

す
。
す
る
と
身
体
が
温
か
く
な
り
眠
気
も

感
じ
心
地
良
い
で
す
。

体
が
温
か
く
な
っ
て
来
る
と
動
き
も
ス

ム
ー
ズ
に
な
り
最
高
で
す
ね
。

友
達
も
沢
山
で
き
、
和
気
あ
い
あ
い
と

自
力
整
体
を
進
め
て
い
ま
す
。
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同
志
少
女
よ
敵
を
撃
て	

逢
坂　

冬
馬

マ
ス
カ
レ
ー
ド
・
ゲ
ー
ム	

東
野　

圭
吾

夜
に
星
を
放
つ	

窪　
　

美
澄

お
い
し
い
ご
は
ん
が

　
　

食
べ
ら
れ
ま
す
よ
う
に	

高
瀬　

隼
子

奇
跡	

林　

真
理
子

80
歳
の
壁	

和
田　

秀
樹

子
宝
船
─
き
た
き
た
捕
物
帖
（
二
）	

	

宮
部
み
ゆ
き

正
欲	

朝
井
リ
ョ
ウ

硝
子
の
塔
の
殺
人	

知
念
実
希
人

競
争
の
番
人	

新
川　

帆
立

87
歳
古
い
団
地
で
愉
し
む

　
　

ひ
と
り
暮
ら
し	

多
良
美
智
子

お
う
ち
で
作
ろ
う
！

　
　

Ｐ
Ｐ
バ
ン
ド
と
ク
ラ
フ
ト
バ
ン
ド
の

　
　

か
ご
・
バ
ッ
ク
・
小
物	

松
田　

裕
美

新
版　

ず
っ
と
や
り
た
か
っ
た
こ
と
を

　
　

や
り
な
さ
い	

ジ
ュ
リ
ア
・
キ
ャ
メ
ロ
ン

漫
画
バ
ビ
ロ
ン
大
富
豪
の
教
え
「
お
金
」
と

　
　
「
幸
せ
」
を
生
み
出
す
5
つ
の
黄
金
法
則	

	

ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｓ
・
ク
レ
イ
ソ
ン

パ
ン
ダ
銭
湯

	

ｔ
ｕ
ｐ
ｅ
ｒ
ａ　

ｔ
ｕ
ｐ
ｅ
ｒ
ａ

活
動
紹
介

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
の

令
和
４
年
度
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
の
８

月
・
９
月
・
10
月
に
行
っ
た
活
動
を
紹
介

し
ま
す
。

８
月
６
日
㈯
の
活
動
は
、
つ
く
ば
市
に

あ
る
、
つ
く
ば
エ
キ
ス
ポ
セ
ン
タ
ー
を
見

学
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
特
別
に
、
つ
く
ば
市
の
中
学

生
や
高
校
生
が
、
来
館
者
に
自
分
た
ち
の

研
究
を
発
表
し
た
り
す
る｢

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
サ

イ
エ
ン
ス
Ｄ
Ａ
Ｙ｣

や
、
開
催
中
の｢

音

と
遊
ぼ
う
♪　

お
と
の
ゆ
う
え
ん
ち｣

と

い
う
企
画
展
と
関
連
し
た
サ
イ
エ
ン
ス

シ
ョ
ー
も
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
見
学
の

後
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
上
映
を
楽
し
み

ま
し
た
。
夏
の
星
座
や
太
陽
系
の
惑
星
、

天
の
川
銀
河
の
中
心
に
存
在
す
る
で
あ
ろ

う
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
に
つ
い
て
の
お
話
を

聞
き
ま
し
た
。

９
月
３
日
㈯
の
活
動
は
、
北
岡
先
生
、

畠
先
生
に
ご
指
導
い
た
だ
き
、
絵
手
紙
づ

く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
は
じ
め
て
取
り
組
む

子
が
多
く
、
葉
書
の
枠
に
モ
チ
ー
フ
の
形

を
ど
う
納
め
た
ら
よ
い
か
苦
労
し
て
い
ま

し
た
。

お
年
寄
り
の
方
々
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る

作
品
作
り
で
は
、
一
人
５
枚
を
目
標
に
作

り
ま
し
た
。
文
面
に
は｢

い
つ
も
あ
り
が

と
う
。｣

、｢

健
康
に
気
を
つ
け
て
す
ご
し

て
く
だ
さ
い
。｣

と
い
っ
た
、
子
ど
も
た

ち
の
お
年
寄
り
の
か
た
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
、
優
し
い
気
持
ち
が
現
れ
た
言
葉
が
書

か
れ
て
い
ま
し
た
。

で
き
あ
が
っ
た
作
品
は
、
二
中
地
区
に

お
住
ま
い
の
お
年
寄
り
の
方
々
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

10
月
16
日
㈰
の
活
動
は
、
大
洗
町
に
あ

り
ま
す
大
洗
水
族
館
を
見
学
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
８
つ
の
ゾ
ー
ン
を
1

つ
ず
つ
巡
り
な
が
ら
、
大
き
な
水
槽
を

悠
々
と
泳
ぐ
大
き
な
サ
メ
や
何
百
匹
と
い

う
イ
ワ
シ
の
群
れ
、
優
雅
に
水
中
を
漂
う

た
く
さ
ん
の
ク
ラ
ゲ
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
泳

ぎ
か
た
の
マ
ン
ボ
ウ
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

種
類
、
た
く
さ
ん
の
数
の
魚
、
海
や
川
の

生
き
物
を
観
察
し
な
が
ら
、
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
の
ク
イ
ズ
に
答
え
て
い
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、見
学
の
後
、オ
ー
シ
ャ

ン
デ
ッ
キ
な
ど
で
、
班
で
ま
と
ま
っ
て
お

昼
を
食
べ
ま
し
た
。
食
事
が
終
わ
っ
た
班

か
ら
、
も
う
一
度
見
た
い
魚
の
水
槽
の
と

こ
ろ
に
行
っ
た
り
し
ま
し
た
。

青
少
年
育
成
部
の
皆
様
に
は
、
毎
回
、

子
ど
も
た
ち
へ
の
ご
指
導
・
ご
支
援
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
誠
に
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

つくばエキスポセンターの入り口前で
記念撮影

子どもたちの力作です

大洗水族館の入場口を入ったところで
記念撮影

（7）



　
土
浦
花
火 

　
　
　
成
功
を
当
た
り
前
に

　

去
る
11
月
５
日
、
３
年
ぶ
り
と

な
る
土
浦
全
国
花
火
競
技
大
会
が

行
わ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
対
策
に
加
え
、

直
前
に
韓
国
で
雑
踏
事
故
が
あ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
安
全
対
策
も
入
念
に
行
わ
れ
た

こ
と
で
あ
ろ
う
。
当
日
の
天
候
も
花
火
に

は
絶
好
で
、
成
功
と
い
え
る
大
会
だ
っ
た

の
で
は
な
い
か
。
私
も
久
し
ぶ
り
に
、「
土

浦
の
花
火
」
を
存
分
に
楽
し
ん
だ
気
が

す
る
。

　
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
２
０
１
８
年

と
19
年
の
大
会
で
観
客
が
け
が
を
す
る
事

故
が
あ
り
、
途
中
で
打
ち
切
り
に
な
っ
た

こ
と
だ
。
２
年
連
続
の
事
故
で
、
大
会
へ

の
信
頼
が
損
な
わ
れ
、
大
会
自
体
の
存
続

の
危
機
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。こ
の
た
め
、

20
年
の
大
会
は
、
主
催
者
は
背
水
の
思
い

で
臨
む
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
ろ

う
。
そ
れ
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
そ
の

後
２
年
間
の
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
も
し
か
し
た
ら
、
大
会
イ
メ
ー

ジ
の
回
復
や
、
安
全
対
策
の
検
討
に
は
幸

運
に
働
い
た
か
し
れ
な
い
。

　
い
ず
れ
に
し
ろ
、
様
々
な
安
全
対
策
を

行
い
、
今
回
は
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

た
の
だ
と
思
う
。
花
火
大
会
で
事
故
が
起

き
な
い
こ
と
は
当
た
り
前
で
あ
る
。
今
回

の
成
功
を
当
た
り
前
に

変
え
、
末
永
く
「
土
浦
の

花
火
」
を
楽
し
ま
せ
て
ほ

し
い
。

編集部コラム

▲「やすらぎ」のバックナンバーは二中地区公民館ホームページから見ることができます。

髙
野　
祐
一

令
和
４
年
８
月
25
日
、
真
鍋
の
お
祭
り

「
鹿
島
神
社
例
大
祭
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

真
鍋
六
丁
目
が
当
番
町
で
、
本
祭
の
儀
（
神

事
）
に
併
せ
て
、
３
年
ぶ
り
の
お
神
輿
渡
御

を
行
い
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
の
た
め
、
令
和
２
年
、
３
年
は
、
本

祭
の
儀
の
み
で
し
た
。

真
鍋
の
お
祭
り
は
、
真
鍋
9
町
内
に
よ

り
毎
年
8
月
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
通
常
、

当
番
町
内
に
御
仮
殿
を
設
置
、
鹿
島
神
社
と

御
仮
殿
を
２
日
間
で
往
来
す
る
お
神
輿
の
渡

御
祭
・
還
御
祭
、
加
え
て
、
神
賑
行
事
（
余

興
）
と
し
て
獅
子
車
や
山
車
の
巡
行
が
３
日

間
行
わ
れ
ま
す
。

今
回
も
、
当
初
は
神

社
で
の
本
祭
の
儀
の
み

の
予
定
で
し
た
が
、
感
染

防
止
対
策
を
講
じ
、
お

神
輿
を
ト
ラ
ッ
ク
に
載

せ
て
神
社
か
ら
真
鍋
六

丁
目
公
民
館
へ
の
渡
御
・

還
御
行
列
を
行
い
ま
し

た
。
行
列
は
、
先
導
者
、

天
狗
、太
鼓
、お
神
輿
（
ト

ラ
ッ
ク
積
載
）、
お
神
輿

係
、
宮
司
・
神
官
、
各
町
氏
子
総
代
・
地
区

長
、
真
鍋
9
町
内
約
60
人
の
参
列
で
し
た
。

今
回
も
余
興
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、

六
丁
目
公
民
館
で
お
神
輿
行
列
を
迎
え
る
た

め
、
昭
和
会
（
青
年
会
）
を
主
体
に
獅
子
車

を
準
備
し
、
囃
子
、
獅
子
舞
を
披
露
し
ま
し

た
。
ま
た
、
富
士
見
会
（
敬
老
会
）
を
主
体

に
接
待
を
行
い
ま
し
た
。

当
番
町
の
準
備
の
た
め
、
一
昨
年
の
４

月
か
ら
余
興
委
員
長
の
選
出
、
令
和
元
年
当

番
町
真
鍋
二
丁
目
及
び
令
和
３
年
当
番
町
真

鍋
五
丁
目
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
令
和
３
年
の
例

大
祭
の
準
備
状
況
・
本
祭
の
儀
の
記
録
を
行

い
、
真
鍋
六
丁
目
町
会
、
各
種
団
体
の
協
力

を
得
て
、当
番
町
の
務
め
を
果
た
せ
ま
し
た
。

振
り
返
り
ま
す
と
、
昭
和
50
年
５
月
に

真
鍋
六
丁
目
が
誕
生
、
同
53
年
の
獅
子
車

初
参
加
に
よ
り
、
真
鍋
四
・
五
・
六
丁
目
合

同
で
初
め
て
当
番
町
を
務
め
ま
し
た
。
同

年
の
真
鍋
連
合
青
年
会
の
発
足
に
よ
り
、
９

町
内
の
申
し
合
わ
せ
に
よ
り
行
う
今
の
形
に

な
り
、
六
丁
目
も
令
和
４
年
で
６
回
目
の
当

番
町
と
な
り
ま
し
た
。
五
穀
豊
穣
、
無
病
息

災
、
家
内
安
全
等
を
祈
願
し
、
お
神
輿
、
獅

子
車
、
山
車
が
練
り
歩
く
わ
け
で
す
が
、
人

と
人
、
地
域
、
町
と
町
を
つ
な
ぐ
祭
礼
の
意

義
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

六
丁
目
の
祭
礼
の
始
ま
り
の
一
端
を
紹

介
し
ま
す
と
、
獅
子
は
石
岡
と
同
じ
顔
の
関

東
風
権
九
郎
獅
子
で
す
。
子
獅
子
は
昭
和
60

年
頃
、
子
供
た
ち
も
獅
子
を
振
り
た
い
と
の

要
望
で
製
作
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
ポ

リ
容
器
等
で
子
供
た
ち
の
獅
子
振
り
練
習
を

行
い
ま
し
た
。
囃
子
は
音
階
が
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
石
岡
の
囃
子
を
テ
ー
プ
に
取
り
、
当

時
の
土
浦
二
中
の
音
楽
担
当
の
先
生
に
六
丁

目
独
特
の
力
強
い
調
子
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
も

ら
い
、権
九
郎
囃
子
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

そ
の
時
の
子
供
た
ち
が
代
々
囃
子
、
獅

子
係
長
と
し
て
世
代
交
代
を
行
い
、
子
供
た

ち
の
指
導
に
当
た
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
六
丁
目
の
合
言
葉
「
住
ん
で
良
か
っ

た
、
こ
れ
か
ら
も
住
ん
で
居
た
い
」
を
持

続
し
、
町
づ
く
り
、
人
づ
く
り
の
原
点
を

忘
れ
ず
に
、
祭
り
の
確
立
・
継
承
を
進
め

て
行
っ
て
下
さ
い
。

真
鍋
六
丁
目

３
年
ぶ
り
の
お
神
輿
渡
御

渡御祭行列　土浦一高前

六丁目公民館でお神輿担ぎ

獅子、囃子係勢揃い

お神輿係鹿島神社にて

（8）


